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1年生 4 8 22 13 1 48
8．3 16．7 45．8 27．1 2．1 100．0
2年生 11 14 17 42
26．2 33．3 40．5 100．0
合計 4 19 36 30 1 90




1年生 3 6 24 15 48
6．3 12．5 50．0 31．3 100．0
2年生 2 11 11 18 42
4．8 26．2 26．2 42．9 100．0
合計 5 17 35 33 90




1年生 24 13 10 1 48
50．0 27」 20．8 2．1 望00．0
2年生 28 6 8 42
66．7 143 19．0 壌00．0
合計 52 19 18 1 90
57．8 21」 20．0 1．1 100．0
（出所）表1と同じ。
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福祉研修会における学生の学びの意義
　学年による違いが見られなかったことは、今
年の研修目的の一つである「読み聞かせの技術
を学ぶ」ことが、昨年度の「障害理解と自己覚
知」と比べると、学年の違いでそれほどレベル
の違いが明確にならなかったことが考えられ
る。昨年度の研修は、既に実習を終えている2
年生たちにとって、福祉現場の現実感を持って
聴くことのできる内容であった。自分自身の理
解の浅さや固定された人間観に気づくことがで
きた。その一方で、まだ福祉現場にそれほど触
れていない1年生は、その下地ができていない
状態であったといえる。その差が、程度の差に
反映されていた。しかし、今年度の研修では、
1年生にも2年生にもない技術を持ち合わせた
講師による生の技術を見ることが中心となって
いたため、研修内容を受け止める下地の差が出
なかったといえる。
　また、昨年度と比べて、気づきと課題がより
繋がったことの背景には、今年度の研修目的が、
昨年度より具体的で身近に捉えやすいことが考
えられる。読み聞かせについては、これから保
育実習や保育現場に出る学生たちにとっては、
どのような点を心がければいいのかという具体
的なポイントが示されることであった。多様な
高齢者像についても、実習等でのイメージとい
うより、むしろ普段の生活の中で、高齢者を枠
にはめずに捉えることを学んだといえる。
　このように、研修による気づきや課題の強さ
は、その下地がどれだけできているかによって
差が見られることがわかった。
（4）その他
　その他の意見からも、学生たちが研修を通し
てさまざまなことを学ぶことができたことが伺
える。
　1年生のレポー一トからは「障がいを持ってお
られるということに驚いた。障がいがありなが
らも人生を有意義に満喫されているのを見て、
見習わなければと思った」、「私のイメージでは、
80歳は自分の娯楽に日々を費やして楽しく生
活しているイメージ。でも、80歳になっても
施設やいろんなところにいって、朗読や紙芝居
をしてパワフルで幸せそうな姿には本当に驚
き、心に残っている」、「自分が80歳になった
時のことなんで今まで想像できなかった。でも
今回の研修で理想像を作ることができた」、「朗
読を聴けただけでなく、朗読が辻さんにとって
魅力的なものであることが聴けてよかった」と
いった、高齢であっても、障がいがあっても、
人生を活き活きと過ごすことができる姿を学ぶ
ことができている。また、「その場にいて笑顔
で接したり、話をするというだけで、自分が何
かをしたつもりはなくても、誰かを喜ばせるこ
とができるということもあるとわかって、いい
勉強になったと思う」といった意見があった。
これは、講演会後の辻氏を囲んでの交流会で辻
氏ご夫妻が、学生たちといろいろな話をして下
さり、そのことを最後にとても喜んで下さった
ことから学んだことと思われる。これは、本稿
では触れていないが、「2．高齢者のイメージ
について」のところで1年生からのレポートと
して、「一緒に話をしたり食事をしただけで喜
んでくれるなら、老人ホームのボランティアを
やってみたいと思った」という意見が見られた。
社会福祉の学びをしているとどうしても「何か
をしなければ」という思いにとらわれることが
多い。しかし、いつも誰もが何かをしなければ
ならないのではなく、ただそこに一緒にいるこ
とで、勇気づけられたり、喜ばれることがある
のだという気づきにつながっていることがわか
る。その他、「朗読とか紙芝居などは、自分の
耳で聞き、目で見たりという人間の感覚に沿っ
たもので、どんな世代の人でも愉しむことがで
きるので、こういった文化をいつまでも残せる
ように次の世代への引き継いでいくことが大切
だと思った。そのためにも、これからももっと
活躍して欲しい。自分も進んで朗読しようと
思った」、「人との出会いを貴重だ、ありがたい
と思えることはステキなことだと思った」と
いった意見が見られた。
　2年生のレポートからは「交流会で得るもの
が多かった。交流会で辻さんと同じテーブルで
話すことができて、いろんな思いをたくさん聞
けてとてもよい時間になった。研修会だけでは、
80歳の人にたいするイメージがこんなに変わ
らなかったと思う」、「研修会後の交流会では、
1、2年で交流することもできたし、辻さんの
奥さんも『孫がたくさんできたみたいで嬉しい』
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とおっしゃっていて、とてもよい交流会だっ
た」、「福祉関係の話ではなかったので、意外だっ
たが、すばらしいお話でよい刺激を受けた」、
「「すてきな80歳に出会えた』と思った。穏や
かで自分の人生に生きがいを感じ、まっすぐ過
ごしておられる方だった。数時間を一緒に過ご
しただけで、そう思えるという方はなかなかい
らっしゃらないと思った」といった意見が見ら
れた。研修会でも多くのことを学んでいるが、
その後の交流会で得られたことを述べているも
のが多かった。直接辻氏や光江氏から話を聞き、
その人生の豊かさと朗読を通しての魅力をより
一層感じることができたことが伺える。また、
普段の講義等ではなかなか交流することがな
い、1年生と2年生の交流ができたことも、学
生たちにとっては大きな喜びだったようである。
　そして、1年生、2年生共通で見られた意見
に「辻さんご夫婦はすごく幸せそうで、それは
お二人の心がとても豊かだからだと思った」と
いったご夫婦寄り添っての姿もまた、学生たち
にとっては、望ましい80歳の姿を考えるきっ
かけとなったようであった。
4．考察と今後の課題
　ここでは、先に取り上げた研修会の意義から、
考察を行うこととする。
　まず、「実践に必要な価値・知識・技術の入手」
であるが、辻氏の読み聞かせの技術を生で聞く
こと、触れることによって、子どもを始め、高
齢者、障がい者等、福祉現場で接する人たちに
対して、どのように読み聞かせをすればよいの
かを学生たちは学ぶことができていた。よい朗
読者から聞くことで、何をどのように気を付け
ながら、読んでいるのかという読み聞かせの技
術を体得している。また、読み聞かせで大切な
こととして、「好きな本と出会い、何度も読む
ことで自分の味を出すこと」といった価値につ
ながることも学ぶことができた。ただ、技術に
終始するのではなく、価値に裏付けされた実践
を学ぶことができたことは、研修会の意義にか
なうこととなった。
　二つ目の「せまい視野からの脱却」であるが、
辻氏の80歳であっても、活き活きと人生を過
ごし、生きがいをもって朗読に取り組む姿は、
学生たちの「80歳のイメージ」を大きく覆し
たといえるだろう。小澤・小池・石本（2007）
において、生活福祉専攻の学生は、他専攻の学
生と比べて、高齢者にたいするイメージが多様
であり、その結果マイナスイメージへの偏りが
あまり見られなかった。ともすると、要介護の
高齢者と接することの多い生活福祉専攻の学生
たちであるが、それほど強くエイジズムを感じ
ていないということは、評価できることである。
それでも、研修後の振り返りでは、やはり80
歳に対するイメージが変わったという意見は多
く見られた。昨年度の研修会の考察でも述べて
いるが、ここでも、高齢者に対する先入観を打
ち破り、自らがこれまでどのように捉えていた
かという自己覚知をすることが、視野を広げる
こととなり、今回の研修会でも、辻氏の姿を通
してそれが学べたことが大きい。
　今後の課題として、「3）学びの程度」のと
ころで少し考察しているが、研修会の内容は、
学生がその内容について、どの程度理解の下地
ができているかによって、気づきや課題に差が
出てきている。今後、この学生の下地をどう活
かすかを考えながら、研修会の内容を考えてい
くことも必要かと思われる。
5．むすびにかえて
　学生のこれまでの高齢者イメージが変化し
た、ということはどういうことか。それは、学
生がこれまでの経験の中で作ってきたイメージ
が、今回の研修で「本物」に出会い、揺さぶら
れ、新しいイメージへと発展していったといえ
るのではないか。揺れ動くためには「本物」が
必要であり、それが発するメッセージを受け止
め、そして今ある「心の枠組み」をしっかりと
見つめ直すことにより、今までのイメージが変
化し新しいイメージが形成されるのではないか。
　こうした意味で障がいのある人たちへの福祉
であれ、高齢者への福祉であれ、子どもたちへ
の福祉であれ「本物」に触れる機会を提供する
「福祉研修会」は意味があると言える。
　さらに、今後期待したいことは、こうしたイ
メージの変化が実践の場で相手の福祉を向上さ
せるために有効に働いて欲しいということであ
る。関わりの中で学び、その学びを実践で活か
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し、さらにその中から学び、再び実践へ向かう
福祉の専門職の道程を歩んで欲しいと願ってい
る。
注
1）福山和女「社会福祉の過渡期における専門家への現
　　任訓練」rソーシャルワーク研究jvoL26、　No．1
　　2000年　20頁。
2）伊藤幸子「社会福祉実践を支える研修について考え
　　る」r社会福祉士』第8号、2001年、188～189頁。
3）同上
4）同上
5）過去の福祉研修会の内容については、小澤・小池・
　　石本「福祉研修会における学生の学びの検討一障害
　　理解と自己覚知を中心に一」「県立新潟女子短期大
　　学研究紀要』第17号にまとめた。過去13回の研修で、
　　その目的として高齢者観を掲げているものはない。
6）2006年12月現在、現2年生で高齢者分野への就職
　　を決めている者は、7名である。
7）鳥羽美香「エイジズムと社会福祉実践一専門職の高
　　齢者観と実践への影響一」「文京学院大学研究紀要」
　　VoL7　No．12005年、89頁、93頁。
8）同上、99頁。
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